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2022年08月04日更新　新原稿

　自社開発した溶接ビードカッターの「ダイコクビードカッター」（商
標登録第6207518号、特許登録第6934266号、特許登録第
700431号）です。
　高層建築物の柱となる大径角形鋼管（コラム）の接続工程において、
裏当て金具の差込の際に障害となる溶接ビード（溶接痕の盛り上がり）
を切削除去するには、従来はグラインダーを使用した手作業で行ってい
ましたが、この溶接ビードカッターの開発により、作業時間の短縮化
（10分の1程度）、火花や鉄粉が出ず作業環境の改善、品質の均一化が
可能となりました。また、熟練工でなくても安全に作業できる装置で
す。作業機は水平移動、垂直移動も可能であり、コラムを回転させる手
間も省けるところも特徴です。

　専門家（弁理士）を派遣し、試作品を確認し新規性、進歩性について検討および助言を行い、
第1回目の特許出願に至りました。その後、改良技術の完成段階で、再び、専門家（弁理士）を
活用して2回目の特許出願を行いました。更に、改良技術の試作機完成の段階で既出願との技術
的な関係を確認したところ、改良特許出願で保護できない技術が含まれていることがわかり、新
たな特許出願となりましたが、海外需要があることからＰＣＴ国際特許出願を行い国内外での権
利化を図りました。何度も特許出願を行ったので費用負担が大きくなり、知的財産補助金制度や
軽減制度等の費用軽減制度を紹介しました。第1回目及び最後の出願特許は登録され、現在も有
効に存続しています。

　同社は下請け加工業者でしたが、発明品を特許出願することにより大手鋼材商社と販売契約を
締結し、上市することができました。現在の販売台数は20台となり、知財活動費用を上回りまし
た。また、この発明品は同業者共通の技術課題だったことから全国紙（日本経済新聞）にも掲載
され、潜在需要の掘り起こしにつながっています。さらに、発明品の開発がきっかけで同社は、
岡山県の経営革新計画の承認を受け、自社製品の開発と製造、販売により脱下請けの第一歩を踏
み出すことになりました。自社製品の製造、販売という新たな事業展開により知財活動の重要
性、ＢｔｏＢ取引の基本である契約書の重要性の認識を新たにして、更なる技術開発に邁進し高
収益企業を目指すことになりました。
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